
特
別
講
座 

栃
木
県
ゆ
か
り
の
書
人 

 
 

 
―

 
豊
道
春
海
を
中
心
と
し
て 

―
 

令
和
三
年
三
月
十
四
日
（日
） 

九
時
～
十
二
時 
 

宇
都
宮
東
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

 







郭
沫
若 

政
治
家
・文
学
者
・歴
史
家
・金
石
家
。 

19
63
年
中
日
友
好
協
会
名
誉
会
長 





目
黒
不
動
尊
（瀧
泉
寺
）に
あ
る
西
川
春
洞
碑 











日
本
は
隋
唐
の
時
代
に
在
っ
て
我
が
国
に
深
く
入
り
接
触
、
漢
字
を
採
用 

し
、
そ
の
文
字
の
根
源
と
為
す
。
書
法
は
亦
た
平
仮
名
の
結
構
に
会
通
し
、 

大
い
に
二
王
の
筆
意
有
り
。
欣
賞
す
べ
し
。
天
門
海
翁
、
こ
の
者
劫
か
す
べ
し
。 

余
の
言
こ
れ
謬
ら
ず
。 

行
書
千
字
文 

 
 

 

大
正
博
覧
会
で
最
高
賞
銀
牌
（
大
正
三
年 

一
九
一
四
）
37
歳 

日
本
豊
道
春
海
書
法
展
覧
（一
九
六
四
）
郭
沫
若
祝
辞 

中
日
友
好
協
会
名
誉
会
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（輪
王
寺
境
内
に
あ
る
碑 

「心
」の
下
部
）  

 



家
蔵
作
品 

天
地
無
私 

為
善
自
然
獲
福 

聖
賢
有
教 

修
身
可
以
齊
家 

天
地
、
私
無
し
。
善
を
為
さ
ば
自
然 

福
を
獲
る
。 

聖
賢
、
教
え
有
り
。
身
を
修
め
ば
以
て
家
斉
う
べ
し
。 

と
と
の 

※

道
教
に
基
づ
く
勧
善
斉
家
の
句
。
正
月
の
春
聯
に
良
く
書
か
れ
る
。 

湖
月
林
風
相
与
清 

残
尊
下
馬
復
同
傾 

久
挵
野
鶴
如
双
鬢 

遮
莫
隣
鶏
下
五
更 

 

湖
月(

こ
げ
つ)

林
風 

相
与(

あ
い
と
も)

に
清
し 

残
尊(

ざ
ん
そ
ん) 

馬
よ
り
下
り
て
復
た
同(
と
も)
に
傾
く 

久
し
く
挵(

ひ
る
が
え)

す
野
鶴(

や
か
く)

の
双
鬢(
そ
う
び
ん)

の
如
き
に 

遮
莫(

さ
も
あ
ら
ば
あ)

れ
隣
鶏
の
五
更
を
下
る
を 

 
 

湖
面
に
映
る
月
と
林
を
渡
る
風
は
と
も
に
清
々
し
く
、
馬
か
ら
下
り
て
李
之
芳
殿
と
共
に
残
っ
た 

酒
が
め
を
傾
け
る
。
左
右
の
鬢
の
毛
は
な
す
が
ま
ま
で
、
野
生
の
鶴
の
よ
う
に
真
っ
白
に
な
り
っ
ぱ 

な
し
で
あ
る
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
ど
う
で
も
よ
い
、
と
に
か
く
、
隣
家
の
鶏
が
夜
明
け
に
も
な
ら
な 

い
の
に
隣
の
鶏
が
鳴
き
始
め
た
が
、
か
ま
う
も
の
か
、
だ
か
ら
、
こ
の
ま
ま
飲
み
続
け
よ
う
。 

杜
甫
詩 

「書
堂
飲
既
夜
復
邀
李
尚
書
下
馬
月
下
賦
」  



明
11
（一
八
七
八
）
1 

那
須
郡
佐
久
山
町
（現
大
田
原
市
）に
川
上
茂
平
の
三
男
と
し
て
出
生
。
幼
名
寅
吉
。 

明
13
（一
八
八
〇
）
3 

楊
守
敬
来
日
、
六
朝
金
石
書
道
を
紹
介
。
日
下
部
鳴
鶴
、
巌
谷
一
六
ら
刺
激
を
受
く
。i 

明
21
（一
八
八
八
）
11 

上
野
春
性
院
に
て
修
行
、
池
ノ
端
青
梅
小
学
校
に
通
学
。 

明
23
（一
八
九
〇
）
13 
得
度
出
家
受
戒
・坊
号
を
常
応
坊
慶
中
と
改
む
。
次
い
で
豊
道
家
を
継
ぐ
。 

明
24
（一
八
九
一
）
14 

西
川
春
洞
門
に
入
り
書
道
を
始
め
る
。 

明
28
（一
八
九
五
）
18 

天
台
宗
黌
（学
舎
）に
入
り
灌
頂
を
う
け
る
。 

明
34
（一
九
〇
一
）
24 

下
谷
東
亜
女
学
校
（台
東
区
）に
書
道
教
師
と
な
る
。 

大
3
（一
九
一
四
）
37 

大
正
博
覧
会
行
書
千
字
文
が
最
高
賞
銀
牌
を
受
け
る
。
同
展
出
陳
の
超
大
筆
を
購
入
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

瑞
雲
書
道
会
を
興
す
。 

大
11
（一
九
二
二
）
45 

平
和
博
覧
会
審
査
官
。
天
台
宗
中
学
教
諭
。
西
川
春
洞
記
念
碑
揮
毫
。 

大
13
（一
九
二
四
）
47 

日
本
書
道
作
振
会
を
創
立
。
書
道
の
振
興
発
展
に
勤
め
る
。 

大
15
（一
九
二
六
）
49 

堵
美
術
館
建
設
後
、
初
め
て
の
書
道
展
開
催
を
実
現
。 

昭
22
（一
九
四
七
）
70 

帝
国
芸
術
院
会
員
就
任
。 

昭
23
（一
九
四
八
）
71 

日
展
に
書
道
部
五
科
新
設
実
現
・日
展
理
事
就
任
。 

昭
25
（一
九
五
〇
）
73 

全
日
本
書
道
教
育
協
会
会
長
就
任
。
5
年
間
の
働
き
か
け
に
よ
り
、
26
年
よ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
・中
学
校
毛
筆
習
字
が
国
語
科
に
お
い
て
必
修
と
な
る
。 

昭
33
（一
九
五
八
）
81 

第
一
次
訪
中
書
道
代
表
団
団
長
と
し
て
大
陸
各
地
を
歴
訪
。 

昭
35
（一
九
六
〇
）
83 

芸
術
院
会
員
増
員
の
請
願
が
認
め
ら
れ
る
。 

昭
37
（一
九
六
二
）
85 

天
台
宗
大
僧
正
に
補
せ
ら
れ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

記
録
映
画
「豊
道
春
海
」三
巻
完
成
。 

昭
38
（一
九
六
三
）
86 

郷
里
大
田
原
市
よ
り
第
一
号
名
誉
市
民
に
推
挙
さ
れ
る
。
豊
道
先
生
郷
土
展
開
催
。 

昭
39
（一
九
六
四
）
87 

中
国
招
聘
豊
道
春
海
個
展
巡
回
展
。
（北
京
・広
州
・上
海
） 

昭
42
（一
九
六
七
）
90 

文
化
功
労
者
に
顕
彰
さ
れ
る
。 

昭
44
（一
九
六
九
）
92 

九
月
二
十
六
日
昭
和
大
学
附
属
病
院
に
て
遷
化
。 

豊
道
春
海
略
年
譜 



豊
道
春
海
翁
顕
彰
碑 

 
 

 
 

 
 

 
 

（大
田
原
市
） 

















栃
木
県
ゆ
か
り
の
書
人 

２ 
    

 
 

 

小 

山 
霞 

外 
 

お 

や
ま 

か 

が
い 

 
 

 

小
山
霞
外
（ 

一
七
八
五
～
一
八
六
四 

） 

 
 

江
戸
時
代
後
期
の
書
家
。
天
明
五
年
生
ま
れ
。
小
山
家
の
養
子
と
な
り
、
古
河
に 

 
 

す
む
。
書
と
儒
学
を
立
原
翠
軒
に
ま
な
び
、
高
久
靄
厓(

た
か
く
あ
い
が
い)

ら
に 

 
 

書
を
教
え
た
。
水
戸
藩
主
徳
川
斉
昭
も
そ
の
書
を
愛
蔵
し
た
と
い
う
。
漢
詩
・画
・ 

 
 

和
歌
に
も
長
じ
た
。
尊
王
思
想
を
い
だ
き
藤
田
東
湖
、
大
橋
訥
庵(

と
つ
あ
ん)
ら
と 

 
 

ま
じ
わ
っ
た
。
元
治
元
年
十
月
四
日
死
去
。
八
十
歳
。
下
野(

栃
木
県)

喜
連
川
出
身
。 

 
 

本
姓
は
星
。
名
は
朝
孺(

と
も
つ
ま)

。
字
は
大
晰
。
通
称
は
周
徴
。
別
号
に
霞
翁
・霞
隠
。 



「
穀
氣
勝
元
气
、
其
人
肥
而
不
壽
。
元
氣
勝
穀
氣
、
其
人
痩
而
壽
。
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

［観
星
楼
所
蔵
］ 

    

「穀
気
元
気
に
勝
つ
は
、
其
人
肥
し
て
寿(

ひ
さ)

し
か
ら
ず
。
元
気
穀
気
に
勝
つ
は
、 

 

其
人
瘦
て
壽(

い
の
ち
な
が)

し
」※

穀
気
は
食
物
の
栄
養
。
元
気
は
成
長
促
進
、 

 

活
力
を
旺
盛
に
す
る
人
体
の
気
。 

 

こ
れ
は
李
昉
ら
の
編
で
宋
の
太
平
興
国
八
年(

九
八
三)

に
成
立
し
た
『
太
平
御
覽 

 
(

ぎ
ょ
ら
ん)

』
疾
病
部
二
に
所
収
さ
れ
る
養
生
語
。
日
本
で
も
『
遐
年
要
抄
』人
倫 

 

部
痩
人
不
寿
第
六
な
ど
、
養
生
書
の
類
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

霞
外
が
他
界
す
る
二
ヶ
月
ほ
ど
前
に
書
い
た
最
晩
年
の
書
。 

「養
生
語
」 



 
 常

総
市
／
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

坂
野
家
書
画
資
料
解
説 

「坂
野
家
の
書
画
資
料
」坂
野
家
収
集
書
画
よ
り 

 

小
山
霞
外 
『 
養
生
語 

』 

 
 

「
勝
」「其
人
」や
「穀
氣
」「元
氣
」な
ど
同
じ
字
を
行
書
と
草
書
で
書
き
分
け
、 

 
 

変
化
を
つ
け
て
い
る
。
一
見
、
同
様
の
行
書
に
見
え
る
「壽
」も
く
ず
し
の
程
度 

 
 

が
異
な
り
、
豪
快
な
書
の
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
緻
密
な
配
慮
が
看
取
さ
れ
る
。 

 
 

特
に
「氣
」は
四
度
の
こ
と
と
て
、
「气
」も
用
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
気
構
え
の
み 

 
 

と
し
た
「氣
」の
省
文(

略
字)

と
い
う
よ
り
、
「氣
」と
通
用
の
漢
字
「气
」と
解
す
る 

 
 

べ
き
で
あ
る
。
落
款
部
は
「壬
戌
（一
八
六
二
年
）春
日
七
羞
有
八
齢
霞
翁
」で
、 

 
 

家
蔵
よ
り
二
年
前
の
書
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。   



佐
野
市
戸
奈
良
町
（田
沼
）に
あ
る 

鹿
嶋
神
社
境
内
に
立
つ
。 

包
孝
祠
創
建
之
碑
（小
山
霞
外
に
よ
る
書
お
よ
び
篆
額
） 

 

 

龍
祥
鳳
舞
の
如
き
草
書 

 

格
調
高
き
楷
書 

 

当
代
に
傑
出
し
た
篆
書 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小
山
霞
外
の
三
絶 



田
沼
の
偉
人 

 
石
井
包
孝 

（一
七
七
一
～
一
八
四
三 

） 
  

江
戸
時
代
後
期
の
豪
商,

農
政
家
。
明
和
8
年
生
ま
れ
。 

 

下
野(

し
も
つ
け)(
栃
木
県)

田
沼
の
絹
織
物
商
の
養
子
と
な
り
、  

 

 

呉
服
商
、
質
屋
、
貸
家
業
も
い
と
な
む
。
私
財
を
投
じ
て
新
田
開 

 

発
、
治
水
に
つ
く
し
、
天
保(
て
ん
ぽ
う)

の
飢
饉(

き
き
ん)

で
は
村 

 

民
救
済
に
つ
と
め
る
。
宿
場
へ
の
賦
役(

ふ
え
き)

解
除
運
動
の
中 

 

心
と
も
な
っ
た
。 

 

天
保
14
年
1
月
4
日
死
去
。
73
歳
。
本
姓
は
須
藤
。
通
称
は
五 

 

郎
左
衛
門
。 

 
か
ね
た
か 



種徳院（佐野市） 石
井
翁
壽
藏
碑
記 

佐
野
市
種
徳
院
石
井
家
墓
所 

石
井
家
代
々
の
墓
地
（ 



栃
木
県
ゆ
か
り
の
書
人 

３ 
    

 
 

 

亀 

田 
鵬 

齋 
 

亀
田 

鵬
斎
（か
め
だ 

ぼ
う
さ
い 

一
七
五
二
年
～
一
八
二
六
年
） 

 

江
戸
時
代
の
化
政
文
化
期
の
書
家
、
儒
学
者
、
文
人
。
江
戸
神
田
生
れ 

（上
野
国
邑
楽
郡
富
永
村
上
五
箇
村
生
ま
れ
の
異
説
あ
り
）。
鵬
斎
は
号
。

名
を
翼
、
後
に
長
興
に
改
名
。
略
し
て
興
（お
こ
る
）。
字
は
国
南
、
公
龍
、 

穉
龍
（ち
り
ゅ
う
）、
士
龍
、
士
雲
、
公
芸
。
幼
名
を
彌
吉
、
通
称 

文
左
衛
門
。  

 



父
は
萬
右
衛
門
と
い
い
、
上
野
国
邑
楽
郡
富
永
村
上
五
箇
村
（現
在
の
群
馬
県
邑
楽
郡
千
代
田
町 

上
五
箇
）の
出
身
で
日
本
橋
横
山
町
の
鼈
甲
商
長
門
屋
の
通
い
番
頭
で
あ
っ
た
が
、
鵬
斎
が
7
歳
の 

こ
ろ
に
こ
の
長
門
屋
を
継
い
だ
。
母
の
秀
は
、
鵬
斎
を
生
ん
で
僅
か
9
ヵ
月
後
に
歿
し
た
。 

 

鵬
斎
は
6
歳
に
し
て
三
井
親
和
よ
り
書
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
町
内
の
飯
塚
肥
山
に
つ
い
て
素
読
を 

習
っ
た
。
14
歳
の
時
、
井
上
金
峨
に
入
門
。
才
能
は
弟
子
の
中
で
も
群
を
抜
き
、
金
峨
を
驚
嘆
さ
せ 

て
い
る
。
こ
の
頃
の
同
門 

山
本
北
山
と
は
終
生
の
友
と
な
る
。
23
歳
で
私
塾
を
開
き
経
学
や
書
な 

ど
を
教
え
、 

躋
寿
館
に
お
い
て
も
教
鞭
を
執
っ
た
。
赤
坂
日
枝
神
社
、
駿
河
台
、
本
所
横
川
出
村 

な
ど
に
居
を
構
え
、
享
和
元
年
（
18
01
年
）
50
歳
の
と
き
下
谷
金
杉
に
移
り
住
ん
だ
。
妻
佐
慧
と
の 

間
に
数
人
の
子
を
生
ん
だ
が
皆
早
世
し
、
亀
田
綾
瀬
の
み
生
存
し
、
の
ち
に
儒
学
者
・書
家
と
な
る
。 

亀
田
鴬
谷
（か
め
だ
お
う
こ
く
）は
孫
に
あ
た
る
。 

 

鵬
斎
は
豪
放
磊
落
な
性
質
で
、
そ
の
学
問
は
甚
だ
見
識
が
高
く
、
そ
の
私
塾
（乾
々
堂→

育
英
堂→

 

楽
群
堂
）に
は
多
く
の
旗
本
や
御
家
人
の
子
弟
な
ど
が
入
門
し
た
。
彼
の
学
問
は
折
衷
学
派
に
属
し
、 

す
べ
て
の
規
範
は
己
の
中
に
あ
り
、
己
を
唯
一
の
基
準
と
し
て
善
悪
を
判
断
せ
よ
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。 

従
っ
て
、
社
会
的
な
権
威
を
す
べ
て
否
定
的
に
捉
え
て
い
た
。 

松
平
定
信
が
老
中
と
な
り
、
寛
政
の
改
革
が
始
ま
る
と
幕
府
正
学
と
な
っ
た
朱
子
学
以
外
の
学
問 

を
排
斥
す
る
「寛
政
異
学
の
禁
」が
発
布
さ
れ
る
。
山
本
北
山
、
冢
田
大
峯
、
豊
島
豊
洲
、
市
川
鶴
鳴 

と
と
も
に
「異
学
の
五
鬼
」と
さ
れ
て
し
ま
い
、
千
人
以
上
い
た
と
い
わ
れ
る
門
下
生
の
ほ
と
ん
ど
を 

失
っ
た
。
そ
の
後
、
酒
に
溺
れ
貧
困
に
窮
す
る
も
庶
民
か
ら
「金
杉
の
酔
先
生
」と
親
し
ま
れ
た
。 

 

塾
を
閉
じ
50
歳
頃
よ
り
各
地
を
旅
し
、
多
く
の
文
人
や
粋
人
ら
と
交
流
す
る
。 

享
和
2
年
（
18
02
年
）に
谷
文
晁
、
酒
井
抱
一
ら
と
と
も
に
常
陸
国
（現 
茨
城
県
龍
ケ
崎
市
）を
旅 

す
る
。
こ
の
後
、
こ
の
3
人
は
「下
谷
の
三
幅
対
」と
呼
ば
れ
、
生
涯
の
友
と
な
っ
た
。
文
化
5
年
、 

妻
佐
慧
歿
す
。
そ
の
悲
し
み
を
紛
ら
わ
す
た
め
か
、
翌
年
日
光
を
訪
れ
そ
の
ま
ま
信
州
か
ら
越
後
、 

さ
ら
に
佐
渡
を
旅
し
た
。
こ
の
間
、
出
雲
崎
に
て
良
寛
和
尚
と
運
命
的
な
出
会
い
が
あ
っ
た
。
3
年 

に
わ
た
る
旅
費
の
多
く
は
越
後
商
人
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
賄
っ
た
。
60
歳
で
江
戸
に
戻
る
と
そ
の 

書
は
大
い
に
人
気
を
博
し
、
人
々
は
競
っ
て
揮
毫
を
求
め
た
。
一
日
の
潤
筆
料
が
5
両
を
超
え
た
と 

い
う
。
こ
の
頃
、
酒
井
抱
一
が
近
所
に
転
居
し
て
、
鵬
斎
の
生
活
の
手
助
け
を
し
は
じ
め
る
。 

鵬
斎
の
書
は
現
代
欧
米
収
集
家
か
ら
「フ
ラ
イ
ン
グ
・ダ
ン
ス
」と
形
容
さ
れ
る
が
、
空
中
に
飛
翔
し 

飛
び
回
る
よ
う
な
独
特
な
書
法
で
知
ら
れ
る
。
「鵬
斎
は
越
後
が
え
り
で
字
が
く
ね
り
」と
い
う 

川
柳
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
良
寛
よ
り
懐
素
に
大
き
く
影
響
を
受
け
た
。 

 

鵬
斎
は
心
根
の
優
し
い
人
柄
で
も
知
ら
れ
、
浅
間
山
大
噴
火
（天
明
3
年
）に
よ
る
難
民
を
救
済 

す
る
た
め
、
す
べ
て
の
蔵
書
を
売
り
払
い
そ
れ
に
充
て
た
と
い
う
。
ま
た
赤
穂
浪
士
の
忠
義
に
感
じ
、 

私
財
を
投
じ
て
高
輪
の
泉
岳
寺
に
記
念
碑
を
建
て
て
い
る
。
定
宿
と
し
て
い
た
浦
和
の
宿
屋
の
窮
状 

を
救
う
た
め
、
百
両
を
気
前
よ
く
提
供
し
た
と
い
う
逸
話
も
残
っ
て
い
る
。 

晩
年
、
中
風
を
病
み
半
身
不
随
と
な
る
が
書
と
詩
作
を
続
け
た
。
享
年
75
。
今
戸
称
福
寺
（台
東
区
） 

に
葬
ら
れ
る
。
現
在
鵬
斎
が
書
い
た
と
さ
れ
る
石
碑
が
全
国
に
70
基
以
上
確
認
で
き
る
。 

 



  

亀
田
鵬
齋
「
題
倪
雲
林
山
水
図
」 

雲
林
山
水
図
を
み
て
題
す 

 
※

倪
は
睨
に
通
ず 

青
唯
好
嶂
聳
天
際 

渺
々
平
湖
咫
尺
間
。 

清
酒
三
盃
洗
塵
眼 

幽
人
閑
看
雲
林
山
。 

青
な
る
は
こ
れ
の
天
際
を
好
し
と
す
。 

渺
々
た
る
平
湖
、
咫
尺
の
間
。 

清
酒
三
盃
す
れ
ば
塵
眼
を
洗
い
、 

幽
人
は
閑
か
に
し
て
雲
林
山
を
看
る
。 

嶂
聳…

高
く
険
し
く
そ
び
え
る
山 

渺
々…

広
い
水
（
湖
面
） 

平
湖…

浙
江
省
嘉
興
市
に
平
湖
市 

咫
尺…

し
せ
き
、
わ
ず
か
な
距
離 

 
 

 
 

空
と
湖
面
と
の
距
離
を
さ
す 

 

［観
星
楼
所
蔵
］ 



亀
田
鵬
齋 

 

「
陸
亀
蒙
詩
『
襲
美
見
題
郊
居
十
首
、
因
次
韻
酬
之
以
伸
榮
謝
」
3 

 
 

 

「
陸
亀
蒙
詩
『
襲
美
見
題
郊
居
十
首
、
因
次
韻
酬
之
以
伸
榮
謝
」
10 

 
 

倭
僧
留
海
紙 

山
匠
制
雲
床
。 

懶
外
應
無
敵 

貧
中
直
是
王
。 

池
平
鷗
思
喜 

花
盡
蝶
情
忙
。 
欲
問
新
秋
計
、
菱
絲
一
畝
強
。   

疏
慵
真
有
素 

時
勢
盡
無
能
。 

風
月
雖
為
敵 

林
泉
幸
未
憎
。 

酒
材
經
夏
闕 

詩
債
待
秋
征
。 

只
有
君
同
癖 

閒
來
對
曲
肱
。 

陸 

亀
蒙
（り
く 

き
も
う
、? 

～ 

八
八
一
年
）は
、
中
国
・
唐
の
詩
人
。
字
は
魯
望
。 

皮 

日
休
（ひ 

じ
つ
き
ゅ
う
、
八
三
〇
年
代 

～
八
八
三
年
）は
、
中
国
・唐
の
詩
人
・
革
命
的 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

社
会
派
の
学
者
。
字
は
襲
美
。
友
人
に
、
同
年
代
の
詩
人
で
あ
る
陸
亀
蒙
が
お
り
、 

 
 

 
 

 
 

二
人
を
合
わ
せ
て
皮
陸
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/881%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%94%90
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AD%97


亀
田
鵬
齋
の
書
に
よ
る
碑 

 
黄
梅
寺
第
四
世
光
雲
和
尚
壽
藏
碑
（一
八
一
七
年 

 

下
野
市
本
吉
田
） 



黄
梅
寺
（お
う
ば
い
じ
）
跡 

 

黄
梅
寺
は
江
戸
湯
島
霊
雲
寺
（真
言
律
宗
）の
末
寺
で
、
寛
文
年
間
（一
六
六
一
～ 

七
二
）に
本
吉
田
を
知
行
し
た
旗
本
松
前
氏
の
祈
願
寺
と
し
て
深
玄
律
師
が
開
基 

し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
明
治
４
年
（一
八
七
一
）
の
「黄
梅
寺
境
内
麁
（そ
）絵
図
」に 

よ
る
と
、
境
内
に
は
本
堂
、
経
蔵
、
供
養
塔
、
宝
篋
印
塔
、
弁
天
が
設
け
ら
れ
て
い 

た
。
ま
た
明
治 

22 

年
（一
八
八
九
）
に
吉
田
村
が
成
立
す
る
と
、
境
内
に
明
治
31
年

（一
八
九
八
）
ま
で
吉
田
村
役
場
が
置
か
れ
、
庁
舎
は
本
堂
や
不
動
堂
と
と
も
に
平
成

初
期
ま
で
残
っ
て
い
た
と
い
う
が
、
現
在
は
廃
寺
と
な
っ
て
い
る
。 

旧
境
内
に
あ
る
石
造
の
宝
篋
印
塔
は 

高
さ
4.

7
ｍ
で
、
石
造
の
も
の
と
し
て 

は
比
較
的
大
型
で
市
内
最
大
の
も
の
で 

あ
る
。 

蓮
華
の
請
花
上
部
２
段
目
の
基
礎
四
面 

に
は
「享
保
二
十
星
紀
乙
卯
仲
春
鬼
宿 

日
」の
銘
文
が
刻
ま
れ
、
享
保 

20 

年 

（一
七
三
五
）に
造
立
さ
れ
た
こ
と
が
わ 

か
る
。 

現
在
の
黄
梅
寺
跡
地
。
荒
寥
と
し
た
空
き
地

に
放
置
さ
れ
た
宝
篋
印
塔
、
黄
梅
寺
第
四
世

光
雲
和
尚
壽
藏
碑
、
柘
植
の
木
が
栄
枯
盛
衰

の
感
傷
を
誘
う
。 



黄
梅
寺
第
四
世
光
雲
和
尚
壽
藏
碑
（一
八
一
七
年
）の
拓
影
（二
面
か
ら
） 


